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重機試乗

　3年ぶりの開催となり、天候にも
恵まれた。来場者は 1万 5000 人を
記録したと聞いており、関係者皆
さんの尽力に感謝する。建設フェ
スタが業界のイメージアップ、ひ
いては若手入職や担い手確保につ
ながることを期待する。これから
も協会と一緒に活動していきたい。

鈴木　達二　氏

佐竹　義人　氏

　3年ぶりということで、準備等大
変だったと思うが、今日を迎える
ことができてうれしい。建設業そ
して地域インフラについて知って
いただくというフェスタの目的達
成に向け、われわれがしっかりと
感染対策をすることで、信頼でき
る業界だということが伝わると思
う。

建設フェスタ実行
委員長（県建設業
協会建設未来協議
会会長）

　昨日までの大雨の中、設営で大
変ご苦労があったと思う。きょう
は皆さんの心掛けが良く、青空が
見えている。コロナの感染には十
分に注意しながら、来場者の皆さ
んに喜んで帰っていただけるよう
な建設フェスタになれば。

石津　健光　氏

県建設業協会会長
県土木部
技術管理統括監
兼検査指導課長

高所作業車体験高所作業車体験

　日本最大級の建設イベント「建設フェスタ 2022」が 10 月
8 日、ひたちなか市の笠松運動公園第 6駐車場で 3年ぶりに
開催された。27 回目の今回は、新型コロナウイルス感染症
の感染防止対策を徹底する中、1 万 5000 人が来場。親子競
演丸太切りをはじめ、建設体験リレー、建設重機への試乗な
ど、建設業ならではのイベントを体験した子どもたちは大興
奮。県内の公共団体や建設産業関連団体が一丸となって取り
組み、建設業の魅力をＰＲすることに成功した。

親子競演丸太切り親子競演丸太切り

主　　催　 建設フェスタ実行委員会
●一般社団法人茨城県建設業協会●茨城県土木部●国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所●一般社団法人茨城県造園建設業協会●一般社団法人茨城県電設業協会●東日本建設業保証株式会社茨城支
店●国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦河川事務所・霞ヶ浦導水工事事務所・下館河川事務所・国営常陸海浜公園事務所・鹿島港湾・空港整備事務所●東日本高速道路株式会社関東支社つくば工事事務所●一
般財団法人茨械県建設技術管理センター●一般財団法人茨城県建築センター●公益社団法人茨城県測量・建設コンサルタント協会●茨城県電気工事業工業組合（青年部会）●茨城県地質調査業協会●一般社
団法人日本砕石協会茨城県支部●茨城県解体工事業協同組合●一般社団法人茨城県建築士会●首都圏中央連絡自動車道建設促進期成同盟会●東関東自動車道水戸線建設促進期成同盟会●茨城県道路整備促進
協議会●一般財団法人茨城県建設技術公社●茨城県アスファルト合材協会●茨城県建設産業団体連合会●一般社団法人茨城県産業資源循環協会●一般社団法人茨城県採石業協会●一般社団法人茨城県建設コ
ンサルタンツ協会●茨城県コンクリート製品協同組合●一般社団法人茨城県建築士事務所協会●建設業労働災害防止協会茨城県支部●茨城県建設業協同組合●公益財団法人茨城県開発公社●茨城県生コンク
リート工業組合●茨城県港湾空港建設協会●株式会社茨城ポートオーソリティ●鹿島埠頭株式会社●茨城県交通安全施設業協同組合●一般社団法人関東地域づくり協会●茨城県建設技術管理連絡協議会●茨
城県公園緑地推進協議会●茨城県街路事業促進協議会●茨城県下水道協会●茨城県河川協会●茨城県海岸協会●茨城県砂防協会●茨城県港湾協会●茨城県都市計画協会●一般財団法人茨城県環境保全事業団
●日本工業経済新聞社水戸支局

後　　援 ●茨城県教育委員会●ひたちなか市●那珂市●東海村●笠松運動公園
協力会社 ●日本キャタピラー合同会社●コマツ茨城株式会社●株式会社仙台銘板●西尾レントオール株式会社●日立建機日本株式会社●株式会社レンタルのニッケン●株式会社ＡＢリース機械

（構成団体）

（12）2022年（令和4年）10月12日（水曜日）日本工業経済新聞（昭和41年12月14日第三種郵便物認可） 購読料６カ月　38,880 円（税込）
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ジオラマ作成1万 5000 人が来場

ドローン操縦体験


